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機会が おのずから 来ました。 

今度の 旅 は、 一体 はじめは、 仲 仙 道 線で 故郷へ 着い 

あるよう すま 

て、 そこで、 一 事 を 済した あと を、 姫路 行の 汽車で 東 

京へ 帰ろうと したので ありました。 —— この 列車 は、 

まい ばら はし 

米 原で 一体 分身して、 分れて 東西へ 馳 ります。 

それが 大雪の ために 進行が 続けられ なくなって、 晚 

たけ ふ えち ぜん ひとち ようば 

方 武生駅 (越 前) へ留 つたので す。 強いて 一町 場 ぐら 

いは 前進 出来ない 事 はない。 が、 そうすると、 深山の 

小 駅です から、 旅 舎に も 食料に も、 乗客に 対する 設備 



が 不足で、 危険で あるから との 事で ありました。 

元来 —— 帰途に この 線 をた よ つ て 東海道へ 大廻リ を 

しょうと したの は、 …… 実は 途中で 決心が 出来たら、 

いたどり 

武 生へ 降りて 許されない 事ながら、 そこから 虎杖の 里 

つ.. こ- P よね 

に、 もとの 蔦屋 (旅館) のお 来さん を 訪ねよう という 

…… 見る見る 積る 雪の 中に、 淡雪の 消える ような、 あ 

のぞみ あお 

だな のぞみが あつたの です。 で その 望 を 煽る ために、 

もう 福 井 あたりから 酒 さえ 飲んだ のであります が、 酔 

きま 

いもし なければ、 心 も定ら ない ので ありました。 

ただ 一 夜、 徒らに、 思 出の 武 生の 町に 宿っても 構わ 

ない。 が、 宿りつつ、 そこに 虎杖の 里 を 彼方に 視て、 



は 力な 

心 も 足 も 運べない 時の I! さに はなお 堪えられまい、 

と 思いな やんで いますう ちに —— 

汽車 は 着きました。 

目 をつ むって、 耳 を 圧え て、 発車 を 待つ のが、 三分、 

五分、 十分 十五 分 —— やや 三十 分 過ぎて、 やがて、 駅 

員に その 不通の 通達 を 聞いた 時 は！ 

まち じょろう 

雪が そのままの 待 女郎に なって、 手 を 取って 導く よ 

ともえ なかぞら 

うで、 まんじ 巴の 中空 を 渡る 橋 は、 さながらに 玉の 

桟橋 かと 思われました。 

人間 は 増長し ます。 —— 積雪の ために 汽車が 留 つて 

難儀 をす ると 言えば —— 旅籠 は 取らないで、 すぐにお 



家名 も 何も 構わず、 いま そこ も 閉めよう とする 一 軒 

かけこ めぬき 

の 旅籠 屋へ龃 込みました のです から、 場所 は 町の 目 貫 

むき 

の 向へ は 遠い けれど、 鎮守の 方へ は 近かった のです。 

座敷 は 二階で、 だ だつ 広い、 人気の 少ない さみしい 

家で、 夕餉 もさび しゅう ございました。 

わかさが れい つけぎ 

若狭鲽 II 大 すきです が、 それが 附木 のように 凍つ 

しらすぼし きりぼし だいこん 

ています —— 白子 魚 乾、 切 干 大根の 酢、 椀 はまた 白子 

魚 乾に、 とろろ 昆布の 吸 もの しかし、 何となく 

可 懐く つて 涙ぐまる るよう でした、 なぜです か。 …… 

酒 も 呼んだ が 酔いません。 むかしの 事 を 考える と、 

病苦 を 救われた お来さん に対して、 生意気ら しく 恥 か 



よ みち 

「大雪の 降る 夜な ど、 町の 路が 絶えます と、 三日 も 四 

日 も 私 一 人 —— 」 

三年 以前に 逢った 時、 .：：• お 米さん が 言った のです。 

「路の 絶える。 大雪の 夜 ご 

お 米さん が、 あの 虎杖の 里の、 この 吹雪に …… 

「 …… ただ 一人 ご —— 

私 は 決然と して、 身 ごしら え をした のであります。 

「電報 を —— 」 

と 言って、 旅 宿 を 出ました。 

きとく 

実は なくなりました 父が、 その 危篤の 時、 東京から 



帰ります のに、 (タ ダイ マコ コ マ デキマ シタ) とこの 町 

から 発信した …… 偶と それ を 口実に —— 時間 は 遅く は 

ありま せんが、 目 口 も あかない、 この 吹雪に、 何と 言つ 

つけび ひとごろし 

て 外へ 出ようと、 放火 か 強盗、 人 殺に 疑われ はしまい 

あやぶ まど 

かと 危 むまでに、 さんざん 思い惑った あとです。 

ころ 柿の ような 髪 を 結った 霜げ た 女中が、 雑炊で も 

おおがま た 

する のでしょう —— 土間で 大 釜の 下 を 焚いて いました。 

番頭 は 帳場に 青い 顔 をして いました。 が、 無論、 自分 

たちが その 使 に 出ようと は 怪我に も 言わな いので あ 

りました。 



二 

「どうなる のだろう …… とにかく これ は 尋常 事 じ やな 

いご 

私 は 幾度と なく 雪に 転び、 風に 倒れながら 思った の 

であります。 

てんぐ な わざ 

「天狗の 為す 業 だ、 II 魔の 業 だ ご 

おそろし おおき 

何しろ 可 恐い 犬な 手が、 白い 指紋の 大渦を 巻いて 

いるの だと 思いました。 

いのちとりの 吹雪の 中に —— 

最後に 倒れた の は 一 つの 雪の 丘です。 —— そうは 



のみ うが 

の、 なお その上 を、 プスリ と 鑿で 穿って その 穴から 落 

ろうそく 

ち こぼれる …… 大きさ はそう です …… 蠟燭の 灯の 少し 

お 4T き まっさお 

大 いほ どな 真 蒼な 光が、 ちらちらと 雪 を 染め、 染めて、 

ちらちらと 染めながら、 ッッと 輝いて、 その 古杉の 梢 

に 来て 留 りました。 その 青い 火 は、 しかし 私の 魂が も 

さかさま なき が ら の ぞ 

う 藻 脱け て、 虚空へ 飛んで、 倒 に 下の 亡骸 を視 いた 

のか も 知れません。 

さ う も からだ 

が、 その 影が 映す と、 半ば 埋れた 私の 身体 は、 ばつ 

あい ぐんじょう 

と 紫陽花に 包まれた ように、 青く、 藍に、 群青 になり 

ました。 

この 山の 上なる 峠の 茶屋 を 思い出す —— 極暑、 病気 



「あつ ご 

私 はまた 倒れました。 

あやしび 

怪火に 映る、 その 大 滝の 雪 は、 目の前なる、 ズッン 

おおき ひとな だ 

と 重い、 大な 山の頂から 一雪 崩れに 落ちて 来る よう 

にも 見えました。 

ひっし 

引： ft カオた 

苦痛の 顔の、 醜 さ を 隠そうと、 裏 も 表 も 同じ 雪の、 

厚く、 重い、 外套の 袖 を 被る と、 また 青い 火の 影に、 

紫陽花の 花に 包まれます ようで、 且つ 白羽 二重の 裏に 

うす もえぎ とお 

薄萌 黄が すッと 透る ようでした。 

ゥ 才才才 才！ 



と 蹴立てて、 あたかも 水雷艇の 荒浪を 切る がごと く猛 

然として 進みます。 

ま つ しろ 

あと、 ものの 一 町ば かり は、 真白な 一 条の路 が 開け 

ました。 —— 雪の 渦が 十ォ ばかりぐ るぐ ると 続いて 行 

<o …… 

ゆ 

これ を 反対に すると、 虎杖の 方へ 行く のであります _ 

犬の その 進む 方 は、 まるで 違った 道で ありました。 

が、 私 は 夢中で、 その あとに 続いた のであります。 

路は 一面、 渺々 と 白い 野原に なりました。 

いきおい ゆ 

が、 大 犬の 勢 は 衰えません。 —— 勿論、 行く あと 

に 行く あとに 道が 開けます。 渦が 続いて 行く …… 



あとから、 背囊、 荷 銃した の を、 一隊 十七 人まで 数え 

ました。 

わきめ ふ 

うろつく 者に は、 傍目 も 触らず、 粛然として 廊下 を 

長く 打って、 通って、 広い 講堂が、 青白く 映って 開く、 

そこへ 堂々 と 入った のです。 

「休め I 」 

…… と 声す る。 

ゆき ごも ゆるし 

私 は 雪 籠りの 許 を 受けよう として、 たどた どと 近 

がらす まど ごし 

づき ましたが、 扉の しまった 中の 様子 を、 硝子 窓 越に、 

ぼうぜん 

ふと 見て 茫然と 立ちました。 

まんなか テ エブル 

真中の 卓子 を 囲んで、 入 乱れつつ 椅子に 掛けて、 背 



ま つ しろ 

宵から 戸 を 閉じる そうです、 真白な 十七 人が 縦横に 町 

を 通る からだと 言います 後で これ を 聞きました。 

私 は 眠る ように、 学校の 廊下に 倒れて いました。 

翌 早朝、 小 使 部屋の 炉の 焚火に 救われて 蘇生った 

のであります。 が、 いずれに も、 しかも、 中に も 恐縮 

をし ましたの は、 汽車の 厄に 逢った 一人と して、 駅員、 

おたちあい 

殊に 駅長さん の 御 立 会に なった 事で ありました。 

大正 十 二 九 ニー) 年 四月 
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